
 

 

 

 

柏学検定  答えと解説  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏市教育委員会文化課  

  



【問題１】  

 柏 市 の 夏 の 風 物 詩 「 柏 ま つ り 」 で 踊 ら れ る 「 柏 お ど り 」 は 何 年 に

作 ら れ た ？  

 

 正解  

 ３ ： １ ９ ７ １ 年 （ 昭 和 ４ ６ 年 ）  

 解説  

 柏 ま つ り の 前 身 は ， １ ９ ７ １ 年 （ 昭 和 ４ ６ 年 ） か ら の 「 柏 商 業 ま

つ り 」 で ， こ の と き ， 今 も 盛 ん に 歌 い 踊 ら れ る 「 柏 お ど り 」 が 誕 生

し ま し た 。  

 歌 詞 は ， 柏 市 民 新 聞 社 が 一 般 に 歌 詞 を 公 募 し て ， 選 ば れ た ３ 作 品

を つ な ぎ 合 わ せ て 作 成 さ れ ま し た 。 歌 う の は 大 月 み や こ さ ん で す 。  

こ の 柏 お ど り が で き た こ と で ， 本 格 的 な 夏 祭 り を と い う 機 運 が 高 ま

り ， １ ９ ７ ８ 年 （ 昭 和 ５ ３ 年 ） に ， 柏 ま つ り が 開 催 さ れ る こ と と な

り ま し た 。  

 柏 ま つ り ２ ０ ２ ４ で は ， 柏 お ど り の 曲 調 を ア レ ン ジ し た 楽 曲 で 楽

し む 「 シ ン ☆ 柏 お ど り 」 を 開 催 し ， 特 別 ゲ ス ト  DJ ダ イ ノ ジ ， DJ や

つ い い ち ろ う  と 共 に 柏 駅 西 口 広 場 が 熱 狂 に 包 ま れ ま し た 。  

「 シ ン ☆ 柏 お ど り 」 は ， つ づ く を つ な ぎ ま す 。  

※解説引用（一部略）：柏市ＨＰ→柏おどり  

          ：明日話せる柏学  Ｐ９４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 １ 回 柏 ま つ り 踊 り の パ レ ー ド

（ 昭 和 ５ ３ 年 ）  

現 在 の 柏 ま つ り 踊 り の パ レ ー ド  



【問題２】  

 柏 東 高 校 ， 柏 西 高 校 ， 柏 南 高 校 ， 柏 北 高 校 ， こ の う ち ， こ れ ま で

柏 市 内 に 存 在 し て い な い 高 校 は ど こ ？  

 

 正解  

 １ ： 柏 東 高 校  

 解説  

・ 柏 西 高 校  

 １ ９ ８ ６ 年 （ 昭 和 ６ １ 年 ）  

 新 設  

 ２ ０ ０ ７ 年 （ 平 成 １ ９ 年 ） ４ 月  

 柏 北 高 校 と 統 合 し ， 柏 の 葉 高 校 と な っ た 。 校 舎 は ， 柏 の 葉 高 校 の

校 舎 と し て 使 用  

・ 柏 南 高 校  

 １ ９ ７ ５ 年 （ 昭 和 ５ ０ 年 ）  

 新 設 ， 現 存  

・ 柏 北 高 校  

 １ ９ ８ ０ 年 （ 昭 和 ５ ５ 年 ）  

 新 設  

 ２ ０ ０ ７ 年 （ 平 成 １ ９ 年 ） ４ 月  

 柏 西 高 校 と 合 併  

 ２ ０ １ ５ 年 （ 平 成 ２ ７ 年 ）  

 跡 地 に 柏 た な か 病 院 が 新 築 移 転 ， 開 院  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【問題３】  

 柏 市 を 代 表 す る 野 菜 の 一 つ で あ る 「 か ぶ 」 。 柏 市 で 生 産 さ れ る 多

く の 「 か ぶ 」 の 種 類 は な に ？  

 

 正 解  

 １ ： 小 か ぶ  

 解 説 １  

 カ ブ は 「 日 本 書 紀 」 に 持 統 天 皇 が 五 穀 を 補 う 作 物 と し て ， 栽 培  

を 奨 励 し て い た と さ れ る 記 述 が あ る ほ ど ， 古 く か ら 食 べ ら れ て  き

た 野 菜 の １ つ 。 柏 市 の 小 か ぶ の 歴 史 は 大 正 時 代 に さ か の ぼ  り ， 東

京 下 町 の 漬 け 物 需 要 を 満 た す た め

に ， 開 墾 地 で あ っ た 豊  四 季 地 区 を 中

心 に ， 換 金 作 物 と し て 栽 培 が 始 ま っ

た と さ れ る な  ど 諸 説 が あ り ま す 。 ま

た ， 根 の 形 が 鈴 に 似 て い る と こ ろ か

ら ，  す ず な と し て 春 の 七 草 に も 数 え

ら れ て い ま す 。  

※ 解 説 引 用 （ 一 部 略 ） ： 広 報 か し

わ（平成３０年６月１日号）  

 

 解 説 ２  

 柏 市 を 代 表 す る 野 菜 の 一 つ 。 （ 旬 の 時 期 ： １ ２ 月 か ら ３ 月 頃 ）  

 特 に 豊 四 季 地 区 で 栽 培 が 盛 ん に 行 わ れ て い ま す 。  

 柏 市 で 生 産 さ れ る 多 く は 「 小 か ぶ 」 と い わ れ る 少 し 小 さ い サ イ ズ

の か ぶ で ， 小 か ぶ は 皮 が 柔 ら か い た め ， 皮 ご と 調 理 す る こ と も で き

ま す 。  

 露 地 ， ト ン ネ ル ， ハ ウ ス を 組 み 合 わ せ て 年 間 を 通 し て 栽 培 さ れ て

い ま す が ， 厳 し い 冬 の 寒 さ に 耐 え た 冬 の か ぶ は ， グ ッ と 甘 み が 増 し

て ， 生 で も お い し く 食 べ ら れ ま す 。  

※解説引用：柏市ＨＰ→柏の野菜をまるかじり  

 

  

か ぶ の 出 荷 準 備  

１ ９ ６ ４ 年 （ 昭 和 ３ ９ 年 ）  

 



【問題４】  

 次 の 項 目 に 当 て は ま る 柏 市 内 の 市 立 小 学 校 は ど こ ？  

・ 創 立 １ ０ ０ 年 を 超 え ， 校 庭 内 に は ， 「 百 年 桜 」 と 呼 ば れ る 桜 の 大

木 が あ る 。  

・ 校 舎 内 に 「 ふ る さ と 資 料 館 」 が あ る 。  

・ 校 歌 の 作 詞 者 は ， 著 名 な 歌 人 で あ る 館 山 一 子 （ た て や ま か ず こ ）  

 正解  

 ４ ： 土 小 学 校  

 解説  

 土 小 学 校 （ つ ち し ょ う が っ こ う ）  

 

画像  

百年桜の写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説  

館山一子（たてやまかずこ）  

 １ ９ ５ ２ 年 （ 昭 和 ２ ７ 年 ） に 土 中 学 校 ， １ ９ ５ ９ 年 （ 昭 和 ３ ４ 年 ）

に は ， 母 校 で も あ る 土 小 学 校 の 校 歌 を 作 詞 し て い ま す 。  

 生 い 立 ち  

 土 村 逆 井 に 生 ま れ る 。 歌 誌 「 黎 明 （ れ い め い ） 」 の 創 刊 や 出 版 活

動 の 中 で 頭 角 を 現 し ， 合 同 歌 集 「 新 風 十 人 」 に 名 を 連 ね 脚 光 を 浴 び

る 。 戦 後 は 逆 井 で ， 郷 土 短 歌 会 を 立 ち 上 げ ， 門 下 生 の 指 導 育 成 に 努

め た 。 短 歌 を 通 し て 女 性 の 地 位 向 上 や 柏 の 文 化 振 興 に 半 生 を さ さ げ

た 。 享 年 ７ １ 歳 。  

※生い立ち引用：広報かしわ（平成３０年１２月１５日号）  

  



【問題５】  

 布 施 弁 天 東 海 寺 の す ぐ 近 く に 佇 む 弁 天 古 墳 で は お 墓 の 調 査 の 際 、

珍 し い も の が 出 土 し て い ま す 。 そ れ は な に ？  

 

 正解  

 ２ ： 石 枕  

 解説  

 石 枕 は ， 死 者 の た め に 作 ら れ た 石 製 の

枕 で ， 勾 玉 を ２ つ 貼 り 合 わ せ た よ う な 形

に し た 「 立 花 」 と い う も の を ， 枕 の 縁 に

等 間 隔 に あ い た 穴 に 軸 を 挿 し ， 飾 り の よ

う に 立 て て 使 用 さ れ た と 考 え ら れ て い ま

す が ， 穴 と 立 花 の 数 が 合 わ な い た め ， セ

ッ ト で は な い と い う 説 も あ り ま す 。 こ れ

ら は ， い づ れ も 滑 石 と い う 加 工 し や す い

石 で で き ， よ く 見 る と の み で 削 っ た 痕 が

残 っ て い ま す 。  

 古 墳 の 年 代 は ， 古 墳 時 代 中 期 の 五 世 紀

中 頃 を 中 心 と し た 時 期 で あ る と 考 え ら れ

て い ま す 。  

 

※解説引用（一部略）：歴史ガイドかしわＰ９１  

 

 

  

石 枕 と 立 花  



【問題６】  

 市 内 の 子 ど も た ち に 「 夕 焼 け 小 焼 け 」 の メ ロ デ ィ で 帰 宅 を 促 す 防

災 行 政 無 線 。 始 ま り は い つ ？  

 

 正解  

 ３ ： １ ９ ８ １ 年 （ 昭 和 ５ ６ 年 ）  

 解説  

 こ の 放 送 は ， 市 内 の 子 ど も た ち に 「 夕 焼 け 小 焼 け 」 の メ ロ デ ィ ー

を 流 し 帰 宅 を 促 す こ と を 目 的 と し て ， １ ９ ８ １ 年 （ 昭 和 ５ ６ 年 ） か

ら 放 送 を 開 始 し ま し た 。  

 放 送 時 間 は ， 日 没 を 考 慮 し ， 暗 く な る 前 に 家 に 帰 れ る よ う 時 刻 を

設 定 し て い ま す 。  

 

 

 

防 災 行 政 無 線  

※出典：広報しょうなん平成６年６月１日号Ｐ２１  

  



【問題７】  

 江 戸 時 代 ， 市 内 に は 田 中 藩 の 飛 地 領 と し て 陣 屋 が ２ ヵ 所 置 か れ て

い ま し た 。 一 つ は 船 戸 村 、 も う 一 つ は ど こ ？  

【 回 答 】  

 ２ ： 藤 心 村  

【 解 説 】  

 明 治 中 頃 か ら 昭 和 前 期 ま で ， 柏 市 北

西 部 は 田 中 村 と 呼 ば れ て い ま し た 。 こ

の 村 名 は 江 戸 時 代 ， 市 域 に 多 く の 領 地

を 持 っ て い た 本 多 氏 の 居 城 が ， 駿 河 国

田 中 村 （ 静 岡 県 藤 枝 市 ） に あ っ た こ と

に 由 来 し て い ま す 。  

１ ６ １ ６ 年 （ 元 和 ２ 年 ） ， 本 多 正 重 が

下 総 国 相 馬 郡 内 に 一 万 石 を 領 し た の が

そ の 始 ま り で す 。 正 重 は 徳 川 家 康 の 側

近 と し て 活 躍 し た 本 多 正 信 の 弟 で ， 関

ヶ 原 の 合 戦 や 大 阪 の 陣 な ど を 戦 い 抜 い

た 武 将 で し た 。 田 中 本 多 氏 は ， 四 代 正

永 の と き 四 万 石 に 加 増 さ れ 老 中 を 務 め

る な ど ， 幕 府 譜 代 の 重 臣 と し て 重 き を

な し ま す 。  

 下 総 飛 地 領 の 相 馬 郡 内 に は ， 船 戸 村 と 藤 心 村 に そ れ ぞ れ 代 官 所 が

置 か れ ， 代 官 が 常 駐 し ま し た 。  

 陣 屋 の 代 官 は ， 春 か ら 田 植 え 時 分 に か け て 村 廻 り を し ， 秋 彼 岸 こ

ろ に は 作 柄 を 調 べ る 検 見 を 行 い ， 領 民 の 人 数 は ， 二 年 に 一 度 ， そ の

宗 旨 は 毎 年 ９ 月 に 調 べ ま し た 。 ま た ， 馬 の 調 査 は ， 年 三 回 実 施 し ま

し た ， こ の よ う に 代 官 の 仕 事 は 多 岐 に わ た る た め ， 領 内 の 有 力 農 民

の な か か ら 手 代 を 選 び ， 補 佐 に 当 た ら せ ま し た 。  

※解説引用（一部略）：歴史ガイドかしわＰ１８５  

 

  

藤 心 陣 屋 跡  

（ 昭 和 後 期 ）  



【問題８】  

 柏 市 が 数 多 く 作 品 を 所 蔵 し て い る 染 色 工 芸 家 、 芹 沢 銈 介 （ せ り ざ

わ け い す け ） 。 下 の 作 品 名 は ？  

 

 

 

 

 

 

 

 正 解  

 １ ： 雪 国 の 子 ら   

 解 説  

 故 砂 川 七 郎 氏 が 「 型 絵 染 」 の 人 間 国 宝 ， 芹 沢 銈 介 の 人 柄 と 作 品 に

魅 せ ら れ ， 生 涯 を か け て 作 品 を 収 集 。 晩 年 に ６ ０ ０ 点 を 超 え る 作 品

を 市 の 文 化 振 興 の た め 寄 贈 さ れ た も の を 柏 市 内 で 定 期 的 に 作 品 展 と

し て 開 催 し て い ま す 。  

 芹 沢 銈 介 （ 1895-1984） は ， 静 岡 市 に 生 ま れ た 染 色 工 芸 家 で す 。

沖 縄 の 伝 統 的 な 染 色 技 法 で あ る 紅 型 に 魅 せ ら れ ， １ ９ ５ ６ 年 （ 昭 和

３ １ 年 ） に 型 絵 染 で 重 要 無 形 文 化 財 保 持 者 （ 人 間 国 宝 ） に 認 定 さ れ

ま し た 。 １ ９ ７ ６ 年 （ 昭 和 ５ １ 年 ） 年 に は フ ラ ン ス 政 府 の 招 聘 に よ

り パ リ で 大 規 模 な 個 展 を 行 い ， 地 元 紙 ル ・ モ ン ド に 大 絶 賛 さ れ ま し

た 。 今 も 国 内 外 で 高 い 評 価 を 受 け て い ま す 。  

 

ちなみに，選択肢にあった名称の作品は以下のとおりです。  

 

 

 

                   

 

 

 

 

  明 日 と な 云 い そ  よ い あ が り  

め で た し め で た し  

け ふ 空 は れ ぬ  

https://www.city.kashiwa.lg.jp/bunka/about_kashiwa/culture/bijutsu/serizawakeisuke/katazome.html
https://www.city.kashiwa.lg.jp/bunka/about_kashiwa/culture/bijutsu/serizawakeisuke/2998.html


【問題９】  

 柏 市 で 盛 ん な ス ポ ー ツ の 一 つ で ， 金 属 製 の ボ ー ル を 投 げ 合 い ， 目

標 物 に よ り 近 い 者 が 勝 ち と な る ス ポ ー ツ の 名 前 は な に ？  

 正解  

 ２ ： ペ タ ン ク  

 解説  

 ペ タ ン ク と は ， １ ９ １ ０ 年 に 南 フ ラ ン ス で 生 ま れ た 球 技 で ， フ ラ

ン ス 語 の 両 足 を 揃 え る こ と を 意 味 す る 「 ピ エ タ ン ケ 」 が 変 化 し て 現

在 の 「 ペ タ ン ク 」 と 呼 ば れ る よ う に な っ た と 言 わ れ て い ま す 。  

 ２ ０ １ ０ 年 （ 平 成 ２ ２ 年 ） の 千 葉 国 体 で は ， 柏 市 は ， 正 式 競 技 と

し て テ ニ ス が ， デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン ス ポ ー ツ 行 事 と し て ペ タ ン ク

が 開 催 さ れ ま し た 。  

 現 在 も ， 毎 年 市 内 の 多 く の 運 動 場 で ， 団 体 や 町 会 等 に よ る ペ タ ン

ク の 大 会 が 開 か れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【問題１０】  

 Ｊ Ｒ 常 磐 線 柏 駅 か ら 徒 歩 ３ 分 ， Day One タ ワ ー ３ 階 に あ る 柏 市 文

化 複 合 交 流 施 設 の 愛 称 は ， 絵 を 描 く と き に 使 用 す る 絵 の 具 を 混 ぜ た

り す る と き に 使 う 板 の 名 前 か ら 取 っ て 〇 〇 〇 〇 柏 と 言 い ま す 。 カ タ

カ ナ ４ 文 字 を 入 力 し て く だ さ い 。  

 

 正解  

 パ レ ッ ト  

 解説  

 柏 市 文 化 ・ 交 流 複 合 施 設 パ レ ッ ト 柏 は ， ２ ０ １ ６ 年 （ 平 成 ２ ８ 年 ）

５ 月 １ ４ 日 （ 土 ） に オ ー プ ン し ま し た 。 パ レ ッ ト 柏 と い う 愛 称 は 市

民 公 募 に よ り 決 定 さ れ た も の で す 。  

 「 絵 の 具 の パ レ ッ ト の よ う に た く さ ん の 色 （ 人 や 文 化 ） が 集 ま っ

て 新 し い 色 を つ く る 場 と な る よ う に 」 と い う 意 味 が 込 め ら れ て い ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【問題１１】  

 手 賀 沼 に は 昔 、 公 営 の 水 泳 場 が あ り ま し た 。 場 所 は １ ～ ４ の ど こ

に あ っ た ？  

 

 正解  

 １  

 解説  

 １ ９ ５ ２ 年 （ 昭 和 ２ ７ 年 ） 年 夏 ， 柏 町 の 町 営 水 泳 場 が 戸 張 下 ・ 手

賀 沼 に 開 設 さ れ ま し た 。 現 在 の 北 千 葉 導 水 場 ビ ジ タ ー セ ン タ ー の 裏

側 あ た り で ， 水 草 が 少 な

く 砂 地 で 遠 浅 に な っ て い

る と こ ろ で し た 。  

 し か し １ ９ ５ ５ 年 （ 昭

和 ３ ０ 年 ） に 大 腸 菌 が 多

く な り ， 遊 泳 禁 止 と な り

ま し た 。  

※解説引用：明日話せる

柏学  Ｐ１０８  

 

出典：歴史アルバムかしわ  

  



【問題１２】  

市 内 の 小 学 校 名 で 、 し り と り と な る よ う ２ つ ■ に 入 る 学 校 名 を ひ ら

が な で 入 力 し て く だ さ い 。  

 

旭 (あ さ ひ )→  ① ■  →  ② ■ →  花 野 井 (は な の い ) 

 

 正解  

 ① 光 ケ 丘 （ ひ か り が お か ）  → ② 柏 の 葉 （ か し わ の は ）  

 

 解説  

 柏 市 内 に は ， 市 立 小 学 校 が ４ ２ 校 あ り ま す 。 （ 令 和 ７ 年 1 月 現 在 ）  

 学 校 名  

・ 柏 第 一 小 学 校 ・ 柏 第 二 小 学 校 ・ 柏 第 三 小 学 校 ・ 柏 第 四 小 学 校  

・ 柏 第 五 小 学 校 ・ 柏 第 六 小 学 校 ・ 柏 第 七 小 学 校 ・ 柏 第 八 小 学 校  

・ 豊 小 学 校 ・ 旭 小 学 校 ・ 旭 東 小 学 校 ・ 高 田 小 学 校  

・ 名 戸 ケ 谷 小 学 校 ・ 光 ケ 丘 小 学 校 ・ 酒 井 根 小 学 校  

・ 酒 井 根 東 小 学 校 ・ 酒 井 根 西 小 学 校 ・ 中 原 小 学 校 ・ 土 小 学 校  

・ 増 尾 西 小 学 校 ・ 土 南 部 小 学 校 ・ 逆 井 小 学 校 ・ 藤 心 小 学 校  

・ 富 勢 小 学 校 ・ 富 勢 西 小 学 校 ・ 富 勢 東 小 学 校 ・ 田 中 小 学 校  

・ 花 野 井 小 学 校 ・ 田 中 北 小 学 校 ・ 西 原 小 学 校 ・ 松 葉 第 一 小 学 校  

・ 松 葉 第 二 小 学 校 ・ 十 余 二 小 学 校 ・ 風 早 南 部 小 学 校  

・ 風 早 北 部 小 学 校 ・ 手 賀 西 小 学 校 ・ 手 賀 東 小 学 校 ・ 高 柳 小 学 校  

・ 大 津 ケ 第 一 小 学 校 ・ 大 津 ケ 丘 第 二 小 学 校 ・ 高 柳 西 小 学 校  

・ 柏 の 葉 小 学 校  

 

  



【問題１３】  

 柏 市 に 関 係 す る 漢 字 が あ る 条 件 に し た が っ て 変 更 し て い ま す 。  

 ？ に 入 る 漢 字 １ 文 字 は な に ？  

 鈴 → 濱 → 山 → 鈴 → 本 → 秋 → ？  

 

 正解  

 太  

 解説  

 柏 市 施 行 か ら の 歴 代 市 長 氏 名 の 最 初 の 1 文 字 と な っ て い ま す 。  

 初 代 ：鈴木 悦 三  

•  昭 和 ２ ９ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 ～ 昭 和 ３ ３ 年 １ ０ 月 １ ９ 日  

•  昭 和 ３ ３ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 ～ 昭 和 ３ ３ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日  

※ 期 間 は 任 期 で す （ 以 下 ， 同 じ ） 。  

 ２ 代 ：濱嶋 千 代 丸  

•  昭 和 ３ ３ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 ～ 昭 和 ３ ７ 年 １ １ 月 ２ ９ 日  

•  昭 和 ３ ７ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 ～ 昭 和 ４ １ 年 １ ０ 月  ７ 日  

 

 ３ 代 ：山澤 諒 太 郎  

•  昭 和 ４ １ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 昭 和 ４ ５ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

•  昭 和 ４ ５ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 昭 和 ４ ９ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

•  昭 和 ４ ９ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 昭 和 ５ ３ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

 

 ４ 代 ：鈴木 眞  

•  昭 和 ５ ３ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 昭 和 ５ ７ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

•  昭 和 ５ ７ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 昭 和 ６ １ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

•  昭 和 ６ １ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 平 成  ２ 年 １ １ 月 １ ２ 日  

•  平 成  ２ 年 １ １ 月 １ ３ 日 ～ 平 成  ５ 年 １ ０ 月  １ 日  

 

 ５ 代 ：本多 晃  

•  平 成  ５ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成  ９ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

•  平 成  ９ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成 １ ３ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

•  平 成 １ ３ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成 １ ７ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

•  平 成 １ ７ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成 ２ １ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

 

 ６ 代 ：秋山 浩 保  

•  平 成 ２ １ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成 ２ ５ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

•  平 成 ２ ５ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

•  平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 令 和  ３ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

 

 ７ 代 ：太田 和 美  

  令 和 ３ 年 １ １ 月 ２ １ 日 ～ 現 在  



【問題１４】  

 柏 市 の こ の キ ャ ラ ク タ ー は 、 名 前 を 〇 〇 〇 〇 く ん と い い ま す 。 カ

タ カ ナ ４ 文 字 で な ん と い う ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正解  

 カ シ ミ ズ  

 解説  

 柏 市 上 下 水 道 局 の キ ャ ラ ク タ ー で ， プ ロ フ ィ ー ル は 以 下 の と お り

で す 。  

 た ん 生 日  

 平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 １ 日  

 体 重  

 ヒ ミ ツ  

 好 き な も の  

 柏 市 の 水 道 水 ， 柏 市 の 水 道 水 を 利 用 し て い る ひ と  

 趣 味  

 柏 市 の 水 道 水 を な が め る ・ 飲 む ・ さ わ る ・ き れ い に す る な ど  

 特 徴  

 水 玉 か ら 生 ま れ た 。 親 し み や す さ と 安 心 感 を 与 え る だ え ん の フ ェ  

イ ス 。 控 え 目 な 性 格 だ け ど ， み ん な の 役 に 立 つ こ と を 常 に 考 え て い  

る 。  

 ※解説引用：柏市ＨＰ上下水道局キッズページ  

  



【問題１５】  

 下 の 図 を ご 覧 い た だ き 、 ４ つ の ワ ー ド に 共 通 す る 一 字 を 入 力 し て

く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 正解  

 二  

 解説  

 (1) カ シ ワニ  

 ＜ カ シ ワ ニ の プ ロ フ ィ ー ル ＞  

 住所：手賀沼在住  

 水 質 汚 染 が 原 因 で 手 賀 沼 に 住 め な く な り し ば ら く 大 堀 川 へ 居 候 し

て い た 。 近 年 の 水 質 改 善 に よ り 手 賀 沼 に 戻 っ て き た 。  

 誕生日：５月５日端午の節句  

 性格： の ん び り ， ま っ た り ， 口 調 も ス ロ ー  

 好物  

・ヤキトリ※ 生 肉 は 苦 手  

 お 酒 は 飲 め る が ， 強 く な い の で す ぐ に 酔 う 。 酔 い す ぎ る と 手 賀 沼

に 帰 っ た 時 う ま く 泳 げ ず に お ぼ れ そ う に な っ た こ と が あ る 。  

・甘味，スイーツ，甘いものに目がない！ た だ し ， 甘 い も の の 食 べ

過 ぎ ＆ 歯 み が き が 苦 手 な た め ， む し 歯 が…  

 苦手なこと  

・海で泳ぐこと  

 沼 と 川 は 大 丈 夫 だ が 海 は 水 深 が 深 す ぎ て 不 安 に な る 。 海 で は 浮 き

輪 が 必 須  

・速く走ること  

 足 運 び は す ば や く 動 か せ る が 短 足 の た め 進 む 距 離 が 少 な い  

  



 (2) 二番 街  

  昭 和 ４ ９ 年 （ １ ９ ７ ４ 年 ）

に 千 葉 県 で 初 め て 全 蓋 ア ー ケ

ー ド が 完 成 。 こ の ア ー ケ ー ド

完 成 を 前 に ， 商 店 街 の 呼 称 を

話 し 合 っ た と き ， 「 一 番 に な

れ る よ う 常 に 挑 戦 す る 気 持 ち

を 大 切 に 」 と 「 二 番 街 商 店

街 」 と 名 付 け ら れ ま し た 。  

 ※解説引用（一部略）  

 ：明日話せる柏学  Ｐ１９３  

 

 (3) 十 余二  

  江 戸 時 代 ， こ の 辺 り は 小 金 牧 と 呼 ば れ る 徳 川 幕 府 直 轄 の 牧 （ 牧

場 ） で し た 。 明 治 維 新 後 ， 新 政 府 は 東 京 の 旧 幕 臣 な ど の 窮 民 授 産

を 目 的 と し て ， 本 格 的 に 小 金 牧 の 開 墾 に 乗 り 出 し ま す 。 開 墾 の 順

番 に ， 初 富 （ は つ と み ） ， 二 和 （ ふ た わ ） ， 三 咲 （ み さ き ） ， 豊

四 季 （ と よ し き ） ， 五 香 （ ご こ う ） ， 六 実 （ む つ み ） ， 七 栄 （ な

な え ） ， 八 街 （ や ち ま た ） ， 九 美 上 （ く み あ げ ） ， 十 倉 （ と く

ら ） ， 十 余 一 （ と よ い ち ） ， 十 余 二 （ と よ ふ た ） ， 十 余 三 （ と よ

み ） と い う 新 し い 村 が 出 来 ま し た 。  

  ※解説引用（一部略）：柏市ＨＰ→かしわの記憶（Ｗｅｂ版）  

 

 (4) ニコ ラ イ  

  「 旧 手 賀 教 会 堂 」 の 設 立 に は ， 東 京 都 神 田 駿 河 台 の ニ コ ラ イ 堂  

 で 知 ら れ る ， ニ コ ラ イ 大 主 教 が 関 係 し て い ま す 。  

  明 治 １ ３ 年 （ １ ８ ７ ９ 年 ） に 手 賀 に 教 会 が 設 立 さ れ ， 明 治 １ ５

年 （ １ ８ ８ １ 年 ） に は ， 民 家 を 改 造 し て 会 堂 も 設 置 さ れ ま し た 。

そ れ が 旧 手 賀 教 会 で ， 首 都 圏 近 郊 で 現 存 す る 最 古 の 教 会 堂 で す

（ 県 指 定 文 化 財 ） 。 ニ コ ラ イ 大 主 教 は 明 治 ２ ５ 年 （ １ ８ ９ ２ 年 ）

に 布 教 の た め に 手 賀 を 訪 れ て い ま す 。  

  旧 手 賀 教 会 堂 は ， 無 料 で 見 学 可 能 で す 。  

 ※解説引用（一部略）  

 ：明日話せる柏学Ｐ１９３   

昭 和 後 期 の 二 番 街 入 口  

旧 手 賀 教 会 堂  



【問題１６】  

 １ ９ ５ ３ 年 （ 昭 和 ２ ８ 年 ） に 県 営 の ３ ０ 人 乗 り の 舟 で 箕 輪 （ 現 在

の 道 の 駅 し ょ う な ん 付 近 ） か ら 我 孫 子 新 田 ま で 無 料 で 運 行 し ， 旧 手

賀 大 橋 が 完 成 す る ま で の １ １ 年 間 ， 通 勤 通 学 や 行 商 に 活 躍 し た 舟 の

名 前 は ？  

 

 

 正解  

 ４ ： 中 秋 丸  

 解説  

 モ ー タ ー 「 中 秋 丸 （ ち ゅ う し ゅ う ま る ） 」 が 昭 和 ２ ８ 年 （ １ ９ ５

３ 年 ） に 就 航 し ま し た 。 風 早 村 ・ 中 台 （ な か だ い ） 村 長 と 我 孫 子

町 ・ 秋 谷 （ あ き や ） 町 長 の ２ 人 の 名 に 由 来 す る 県 営 の ３ ０ 人 乗 り の

船 で ， 箕 輪 か ら 我 孫 子 新 田 ま で 無 料 で 運 行 し ま し た 。  

 こ の 中 秋 丸 は ， 旧 手 賀 大 橋 が 完 成 す る ま で の １ １ 年 間 ， 通 勤 通 学

や 行 商 の 人 で に ぎ わ い ま し た 。  

 

※解説引用：明日話せる柏学  Ｐ１３１  

 

  



【問題１７】  

 写 真 は 、 柏 市 内 に あ る 城 跡 で す 。 そ の 城 の 名 は ？  

 

 

 正解  

 ２ ： 手 賀 城  

 解説  

 城 址 は ， 本 丸 址 と 呼 ば れ

る 台 地 の 一 角 に 手 賀 城 址 の

碑 が 建 っ て い ま す 。 こ の 台

地 は 北 に 手 賀 沼 を 望 み ， 西

と 東 に は 小 さ い 谷 津 が あ

り ， 南 に 向 か っ て 侵 入 し て

い ま す 。 そ の た め ， 本 丸 址

は ， 南 の 台 地 か ら 北 に 向 か

っ て 張 り 出 し た 形 に な っ て い ま す 。  

 手 賀 城 の 存 立 期 に つ い て は ， 手 賀 城 主 で あ っ た 原 家 の 系 譜 に よ れ

ば ， 手 賀 城 主 初 代 の 原 胤 貞 は ， 若 年 よ り 千 葉 勝 胤 に 仕 え ， 天 文 １ ８

年 （ １ ５ ４ ９ 年 ） 官 職 を 辞 し ， 隠 居 し た と あ り ま す 。 胤 貞 が 初 め て

城 を 築 い た の か ， そ れ 以 前 に 手 賀 城 が 存 在 し て い た の か は 明 ら か で

な い で す 。  

 そ の 後 ， 二 代 胤 親 ， 三 代 久 胤 が 在 城 し ， 天 正 １ ８ 年 （ １ ５ ９ ０

年 ） ， 小 田 原 市 の 北 条 氏 は ， 豊 臣 秀 吉 に 攻 め ら れ 降 伏 し ま す 。  

 そ の 時 ， 北 条 氏 の 勢 力 下 に あ っ た 手 賀 城 も 落 城 ， そ の 後 廃 城 と な

っ た も の と 考 え ら れ ま す 。  

※解説引用（一部略）：沼南町史（一）Ｐ３１  

  

柏 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画  
図  7 - 3： 関 連 文 化 財 群 Ⅱ  

（ P 1 1 8） よ り 一 部 切 取 抜 粋  



【問題１８】  

 柏 市 内 で 行 わ れ る 【 こ の 写 真 の 】 伝 統 行 事 の 名 は ？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正解  

 ３ ： 鳥 ビ シ ャ  

 解説  

 「 ビ シ ャ 」 と は ， 備 射 ， 奉 射 ， 部 射 ， 歩 社 な ど さ ま ざ ま に 書 か れ ，

柏 市 の 妙 見 社 （ 泉 ） ， 星 神 社 （ 鷲 野 谷 ） で 行 わ れ て い る 伝 統 行 事 で

す 。 こ の 行 事 は ， し ん 粉 餅 と 色 粉 で 作 ら れ た 鳥 を 鳥 木 （ と り ぼ く ）

に 飾 っ て 奉 納 し ， 豊 作 と 無 病 息 災 を 祈 願 す る も の で ， 作 っ た 鳥 は 焼

い て 食 べ る と ， そ の 年 は 風 邪 を ひ か な い と 言 わ れ て い ま す 。  

※引用：広報かしわ（平成２８年３月１日号）  

 

 

 

 

 

  

柏 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画  
7 - 5： 関 連 文 化 財 群 Ⅳ  

（ P 1 2 5） よ り 一 部 切 取 抜 粋  



【問題１９】  

 柏 市 あ る な し ク イ ズ で す 。 あ る も の に 共 通 す る も の は な に ？  

 

あ る ： 東  な し ： 西    

あ る ： 千  な し ： 万  

あ る ： 麗  な し ： 華   

あ る ： 開  な し ： 閉   

あ る ： 聖  な し ： 帝   

あ る ： 二  な し ： 三  

※ ヒ ン ト  柏 市 は ， ６ つ の 〇 〇 （ 漢 字 ２ 文 字 ） と 連 携 協 定 し て い ま

す 。  

 

 正解  

 大 学  

 柏 市 と 連 携 協 定 を 締 結 し て い る 大 学 の 頭 文 字 で す 。  

 解説  

1 東 京 大 学  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 ２ １ 日  

2 千 葉 大 学  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日  

3 麗 澤 大 学  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ２ ２ 日  

4 開 智 国 際 大 学 （ 旧 ： 日 本 橋 学 館 大 学 ）  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ６ 年 ４ 月 ２ ８ 日  

5 聖 徳 大 学 ・ 聖 徳 大 学 短 期 大 学 部  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ８ 年 ３ 月 １ ７ 日  

6 二 松 学 舎 大 学  

 協 定 締 結 日  平 成 ２ ８ 年 ７ 月 ２ ２ 日  

 

※解説引用：柏市ＨＰ→大学連携  

 

 

  



【問題２０】  

 こ の 手 紙 は 、 １ ８ ９ ４ 年 （ 明 治 ２ ７ 年 ） に 当 時 の 日 本 鉄 道 会 社 社

長 か ら 千 代 田 村 村 長 で あ る 寺 嶋 雄 太 郎 宛 に 送 ら れ た も の で す 。 そ の

送 り 主 で あ る 社 長 と は 誰 ？

    

 正解  

 ３ ： 小 野 義 真  ※ 「 書 簡 の 要 旨 」 に ４ つ の 色 枠 を 解 読 が あ り ま す 。  

 解説  

 現 在 の 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 （ JR 東 日 本 ） の 前 身 ， 日 本 鉄 道

株 式 会 社 の 社 長 ， 小 野 義 真 （ お の ぎ し ん ・ 1839～ 1905） か ら ， 柏 市

の 前 ， 千 代 田 村 の 村 長 ， 寺 嶋 雄 太 郎 （ 生 没 年 不 詳 ） に 出 さ れ た 書 簡

が 柏 市 教 育 委 員 会 に 残 さ れ て い ま す 。 （ 写 真 参 照 ）  

日 付 は ８ 月 １ ２ 日 と あ り ま す が ， 内 容 か ら 常 磐 線 開 通 の ２ 年 前 ， １

８ ９ ４ 年 （ 明 治 ２ ７ 年 ） の も の と 考 え ら れ ， 鉄 道 建 設 計 画 の 具 体 化

に 伴 っ て ， 用 地 買 収 の 協 力 を 依 頼 し た 内 容 と な っ て い ま す 。  

東 葛 地 区 の 交 通 の 要 衝 と し て ， 発 展 を 遂 げ る 柏 市 の 出 発 点 と な っ た

資 料 と い え ま す 。  

(書簡の要旨）  

 拝 啓 ， 残 暑 却 っ て 甚 だ し く ， 未 だ お 会 い す る こ と は 出 来 ま せ ん
が ， ご 清 康 の 由 お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。  
い よ い よ 此 度 ， 当 社 は 御 地 方 の 鉄 道 敷 設 を 計 画 し ま し た 。 つ い て は
鉄 道 用 地 の 買 収 そ の ほ か ， 土 地 に 関 す る 様 々 の 事 柄 は ， 流 山 の 秋 元
氏 を 通 し て 当 社 の 要 求 の 次 第 を 伝 え て お り ま す 。 こ の 件 に つ き 早
速 ， 承 諾 く だ さ れ た 旨 ， 同 氏 よ り 委 細 伺 い 有 難 く 存 じ て お り ま す 。
別 紙 要 求 書 20 枚 を お 手 元 へ お 届 け し て お き ま す の で よ ろ し く お 取
り 計 ら い の 上 ， ご 尽 力 を い た だ き ま す よ う を お 願 い い た し ま す 。  
今 後 こ の 件 に つ き ， 当 社 の 社 員 が 主 張 す る 必 要 も 出 て く る か と お も
い ま す 。 遠 慮 な く 申 出 て 下 さ い 。 ま ず は お 願 い ま で 。  草 々 敬 具  
8 月 12 日  
寺 嶋 雄 太 郎  様  
日 本 鉄 道 会 社 社 長  小 野 義 真  
 

※解説引用：柏市ＨＰ→第十一回  かしわ・その時  

①  

①  

②  

②  

③  

③  

④  

④  


